
①子供が自らの学習の状況を把握し、主体的に学習を調整する

玖珠町立くす星翔中学校（大分県）【指定校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

授業終末には振り返りを記入する時間を設けている。教科における見方・考え方の観点と学
び方の観点を入力させることで、主体的に自己調整できるようにしている。教員も今後どの
子どもに中心に支援を行っていくかの見通しを立てることができた。



①異なる考え方が組み合わさり、よりよい学びを生み出す

玖珠町立くす星翔中学校（大分県）【指定校】

様式Ⅰ-2

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

子どもの学習状況をリアルタイムで把握し、優れた解答や考え方を全体に共有することで、
学びを促進させた。議論の際には、様々な意見を持つ子どもに積極的に声をかけ、多様な
視点からの議論を促した。



①多様な他者と協働しながら学ぶための教師の支援

玖珠町立くす星翔中学校（大分県）【指定校】

様式Ⅰ-3

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

誰と協働すべきかについて子どもたちと考え、それを授業の際には示しておくようにした。お互い
考えていることが違うので、他者の考えがとても新鮮で、気付かされることも多いようだった。教
員は仲良しグループでとどまらないよう声掛けを行った。



②探究のサイクルで授業を展開する

玖珠町立くす星翔中学校（大分県）【指定校】

様式Ⅰ-4

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

探究のサイクルで授業を行うこ
とで、子どもたちも自主的にサ
イクルを回すことができるよう
になってきている。また、教員
も課題設定の重要性やそれぞれ
の視点を考えるようになり、授
業改善に繋がっている。



③家庭学習内容の共有による学習意欲の向上

玖珠町立くす星翔中学校（大分県）【指定校】

様式Ⅰ-5

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

家庭学習の内容をスライドに載せ、そ
れを学習サイトで共有した。

お互いの学習内容を参照し合うことで、
学習意欲の向上に繋げることができた。

これらは全て、「効率のよい学習方法
を知りたい」や「自分に合っている勉
強法を見つけたい」という困りを改善
するために、子どもたちが主体的に企
画、実行したものである。

③自分の学習に役立てる

①個人でまとめる

②学年全体に共有



④アンケートフォームによる採点時間の削減

玖珠町立くす星翔中学校（大分県）【指定校】

様式Ⅰ-6

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

単元テストや定期テストをアンケートフォームで行い、採点時間を削減することができた。
特に全学年かつ全クラスで採点を行う教員からすると、大幅に採点時間を短縮することが
でき、その他の業務に時間を割くことができた。
回答の分析も自動で行われるため、今後の指導方針を考えるのにも役立っている。


